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～ご使用になる前に～

 ①ラダーモニタ機能を使用される場合は、ラダープログラムの末尾に必ず F-40ＥＮＤ命令を書き込
   んでください。
   F-40 命令がないと、ラダープログラム末尾のコイル等を検索した場合、正常に動作しません。
 ②ラダーモニタ機能はシャープ PLC 専用です。他社製 PLC には対応できません。
   ラダーモニタ機能を使用するためには、
　　Windows 版画面作成ソフト ZM-71S　バージョン V2.0.0.1
　　及びラダーソフト JW-100SP　バージョン（V5.20 以上）　が必要になります。
 ③ラダーモニタ機能は、ラダーモニタを行うシステムプログラムをユーザー画面データエリアを
　　使用して表示器本体に持たせて動作させますので、ユーザーエリアの画面データ容量が最大 256
　　K ﾊﾞｲﾄ分減少します。
 ④本機をコントロールユニットの PG ポートに接続して、スイッチ入力によるリレーON/OFF を行う
　　場合、設定値変更スイッチ（特殊リレー番号 07365）が OFF の時、スイッチ入力を行えません。
 ⑤本機をコントロールユニット/オプションユニットの PG ポートに接続して、使用すると下記エラ
　　ーが発生する場合があります。この場合、コントロールユニットのメモリ保護(プロテクト)スイ
　　ッチを OFF にしてください。
　　・エラー内容
　　　本機が「通信エラー　受信コード 27」を表示します。
 ⑥従来機種 ZM-42/43/52/72/82 で作成された画面データ（拡張子：**.Z71）は、本機種で互換性が
　　あります。（マルチオーバーラップ上にラダーを表示する方式）
　　本書では、より表示応答のよい専用スクリーン上にラダーを表示する方法について説明しており
　　ます。従来通りのマルチオーバーラップ上にラダーを表示する方法については、
　　ZM-42/43/52/72/82　ユーザーズマニュアル（ラダーモニタ編）をご参照ください。
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１．概要

 液晶コントロールターミナル ZM-300 シリーズの液晶ディスプレイ上に設備保全を主目的とする
PLC のラダー回路を表示することが可能です。
ラダーソフト（JW-92SP 等）のように、全ラダープログラムを ZM-300 本体に持つのではなく、指定
されたコイル No.が含まれる１ネットワークのラダープログラムを検索し、ラダー図を構築後に表
示します。
動作としては回路モニタのみとし、回路編集／削除や設定値変更等の書込動作は、出来ません。
対象 PLC としては、シャープ製 PLC（JW50H/70H/100H、JW30H、JW20H シリーズ）のみとなります。
コントロールユニットの PG ポート又は、JW-20CM／JW-20MN／JW-22CM／JW-21MN の PG ポートに接続
時に有効でリンク方式は PG ポートの通信プロトコルをサポートします。

２．特長

１）スクリーン上に配置したスイッチのランプメモリアドレスのコイルを検索し、そのコイルが
   含まれる１ネットワークのラダー図を専用スクリーン画面上に表示します。
２）スクリーン上のテンキースイッチから任意のコイル番号を入力指定し、そのコイルが含まれる
   １ネットワークのラダー図を専用スクリーン画面上に表示します。
３）表示されたラダー図の接点をタッチすることにより、カーソルが移行しその接点のシンボル・コ
   メントが登録されていれば、シンボル・コメントをラダー図の下１行に表示します。
   カーソルがタッチした接点へ移行後に再度接点をタッチすると、その接点のコイルを検索し見つか
   った場合、そのコイルが含まれる１ネットワークのラダー図を表示します。
４）接点タッチで移行した別のラダー図から１回前に検索/移動されたラダー図に戻ることが可能です。
   （最大８回前まで記憶）
５）表示されたラダー図の前回路、次回路を表示することができます。（１ネットワーク毎）
６）接点の前・次検索が可能です。
７）１画面に表示できない大きさの回路の場合、スクロール表示が可能です。
８）稼動中の PLC においてラダー回路表示に至るまでの操作手順が簡単であるため、設備の状態の
    把握、設備停止要因の確認などに威力を発揮します。
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４．PLC との接続方法

４－１．接続可能な PLC

ZM-71S 機種設定 PLC 品名
JW50,JW70,JW100
JW50H,JW70H,JW100H

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

ZW-20CM,JW-20CM
JW-20MN

ｻﾃﾗｲﾄﾈｯﾄﾕﾆｯﾄ
ME-NET ﾕﾆｯﾄ

JW20H,JW30H ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

PG ポート

TPA バージョン
V1.310V1.310V1.310V1.310 以上

JW-22CM,JW-21MN ｻﾃﾗｲﾄﾈｯﾄﾕﾆｯﾄ
ME-NET ﾕﾆｯﾄ

※１ マルチリンク接続については、JW-20CM　V5.8 以上バージョンのみ対応可能です。
    ※２ ZM-71S の TPA ファイル（通信 I/F ドライバ）については、V1.310V1.310V1.310V1.310 以上を使用
         してください。
　　※３ ZM-300 シリーズの本体システムプログラムは、V1.011V1.011V1.011V1.011 以上を使用してください。
　　　　 各バージョン情報は、ZM-300 シリーズ本体のローカルメイン画面で確認することが
　　　　 出来ます。ZM-71S V2.0.0.1 でバージョンアップ可能です。

４－２．通信設定（特に PLC 側で設定する必要はありません）
項目 設定内容

伝送速度 １９２００ｂｐｓ
データ長 ８ビット
パリティ 奇数
ストップビット ２ビット
エラーチェック サムチェック
ＲＳ－４２２ ４線式

※マルチリンク時は２線式
局番 「０１」固定
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４－３．配線方法
 ZM-300 と PLC との接続を示します。
 コネクタ CN1 は RS-232C、RS-422 と共用になっています。RS-422 は接続でご使用ください。
 また、PG ポートについては、コントロールユニットの PG ポートはプログラマ、ラダーソフト等
 に使用しますので、JW-20CM 等のリンクユニットの PG ポートに接続されるほうがデバッグ
 テスト等に便利です。

RS-422（１：１接続）

１）JW-70CU/JW-100CU/JW-70CUH/JW-100CUH/JW-20CM  PGポート接続の場合

 ZM-300(CN1)      　　JW70Hの PGポート

信号名 Ｎｏ 信号名 Ｎｏ
＋ＳＤ １２ ＋ＲＸＤ ２
－ＳＤ １３ －ＲＸＤ １５
＋ＲＤ ２４ ＋ＴＸＤ ３
－ＲＤ ２５ －ＴＸＤ １６
ＦＧ １ ＦＧ １

２）JW-22CU/JW-22CM  PGポート接続の場合

ZM-300(CN1)      　　JW30Hの PGポート

信号名 Ｎｏ 信号名 Ｎｏ

＋ＳＤ １２ ＋ＲＸＤ ９

－ＳＤ １３ －ＲＸＤ １０

＋ＲＤ ２４ ＋ＴＸＤ ３

－ＲＤ ２５ －ＴＸＤ １１

ＦＧ １ ＦＧ １

RS-422（ｎ：１ マルチリンク接続）

 本機能は、JW-20CM　V5.8 バージョンのみ接続可能です。
１）JW-20CM/JW-20MN  PGポート接続の場合

ZM-300(CN1)  　　　　　ZM-300(CN1)  　　　　　　　ZM-300(CN1)   JW-20CM/JW-20MNの PGポート

信号名 信号名 信号名 信号名 Ｎｏ

＋ＳＤ ＋ＳＤ ＋ＳＤ ＋ＲＸＤ ２

－ＳＤ －ＳＤ －ＳＤ －ＲＸＤ １５

＋ＲＤ ＋ＲＤ ＋ＲＤ ＋ＴＸＤ ３

－ＲＤ －ＲＤ －ＲＤ －ＴＸＤ １６

ＦＧ ＦＧ ＦＧ ＦＧ １

２）JW-22CM/JW-21MN  PGポート接続の場合

ZM-300(CN1)  　　　　　ZM-300(CN1)  　　　　　　　ZM-300(CN1)   JW-20CM/JW-20MNの PGポート

信号名 信号名 信号名 信号名 Ｎｏ

＋ＳＤ ＋ＳＤ ＋ＳＤ ＋ＲＸＤ ９

－ＳＤ －ＳＤ －ＳＤ －ＲＸＤ １０

＋ＲＤ ＋ＲＤ ＋ＲＤ ＋ＴＸＤ ３

－ＲＤ －ＲＤ －ＲＤ －ＴＸＤ １１

ＦＧ ＦＧ ＦＧ ＦＧ １

中間局の ZM-300 の終端抵抗は OFF、末端の ZM-300 の終端抵抗は ON
全 ZM-300 及び PLC 双方の+SD と+RD、-SD と-RD をそれぞれショート接続します。
本機能は、JW-20CM　V5.8 以上バージョンのみ接続可能です。
複数台の ZM-300 が通信を行うために、通信の応答速度は低下します。
スイッチ入力時等の応答性が要求される用途では、ご注意ください。
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５．ラダーモニタ仕様

供給するマクロ命令をスイッチのＯＮマクロ等によりコール実行
・画面上のスイッチ（異常ランプ付）をタッチ
・テンキーから直接コイル番号を指定

表示方法
起動方法

・異常メッセージ画面のメッセージを選択し実行スイッチを
  タッチ

表示回路 １ネットワーク【１４接点＋１コイル】×１２行(ZM38x/ZM37xS 機種の場合)※１
１ネットワーク【１１接点＋１コイル】×９行  (ZM37xT 機種の場合)※１
・表示領域サイズにより行数変更可能
・カーソルキーで縦横スクロール可能

検索可能要素 コイル、タイマ、カウンタ ※２
前回路 /次回
路

表示された回路の前後の回路を表示

検索＋ /検索
－

カーソル位置の接点を＋方向/－方向に検索

検索戻 １回前にコイル検索した回路に戻る
接点タッチ タッチした接点にカーソルを移動（カーソルのない接点の場合）

タッチした接点のコイル検索後、回路表示（カーソルのある接点
の場合）

画面制御機能

スクロール 上下左右指定方向にスクロール
 ※１ ２ネットワーク以上の同時表示は出来ません。
 ※２ F-32 SET コイル、DTMR、UTMR、DCNT、UCNT を起動条件として検索は出来ません。

６．ラダーモニタ表示

６－１．ラダーモニタ表示の概要
・ 通常表示されている画面上からのコントロールで、ラダーモニタを起動すると専用スクリーンに
切替表示させ、その画面に設定された表示領域上にラダーモニタ表示を行います。

・スクリーン上に設定されたテンキー入力画面からコイル No.を入力することで専用スクリーン
  画面にラダーモニタ表示をさせることができます。
  （TMR/CNT 番号の入力も可能です）

異常状態画面にてランプをタッチ      ラダー図を専用スクリーンに表示
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６－２．ラダーモニタ表示の表示指令
 ラダーモニタ画面を表示させる方法として下記方法があります。
 １）スイッチ（ランプメモリ設定）を画面上に配置し、そのスイッチをタッチすることによりランプ
    メモリのコイル番号が含まれる１ネットワークのラダー回路を検索し専用スクリーン画面上に
    ラダーモニタ表示をさせる方法
 ２）テンキー入力画面から任意のコイル番号（TMR/CNT 番号）を指定することでコイル番号が
    含まれる１ネットワークのラダー回路を検索し専用スクリーン画面上にラダーモニタ表示をさせ
    る方法
 ３）応用例として
  ・リレーモード（メッセージ表示）と連動し、メッセージを表示しているコイル番号が含まれる
    １ネットワークのラダー回路を検索し専用スクリーン画面上にラダーモニタ表示をさせる方法
  ・スイッチの任意メモリ指定によるラダーモニタ表示をさせる方法

 一度ラダー図が表示された後は、ラダー図上の接点をタッチ（１回目）することにより、その対象接
 点にカーソルが移行し接点のシンボル・コメント文が登録されていれば、ラダー図下にシンボル・コ
 メントを１行表示します。
 そして再度カーソル上をタッチ（２回目）することにより、その接点のコイルを検索実行します。
 コイルが存在する場合は、そのコイルが含まれるラダー図の表示を行います。
 コイルが存在しない場合は、「検索できません」のメッセージを表示します。
 ラダーモニタ表示終了後は、切替前のスクリーンに戻ります。

６－３．ラダーモニタ表示の形態
ラダーモニタ表示を行う場合、その表示形態として専用のスクリーンを使用します。

ラダーモニタ表示専用のスクリーンを１画面設定しておくことで、どのスクリーンからでも
同じ専用スクリーンに画面切替ができるようにする設定です。

  使用する専用スクリーン画面上には、ラダー図上の接点をタッチすることによりコイル検索を実行
　するための接点スイッチの配置（透明）を行います。
使用する際には、基本画面データに登録済の画面をコピー使用することにより簡単に設定できます。

  基本画面データ：LADDER37x.Z37、LADDER38x.Z37
　　　　　　　　　ラダー表示用として、スクリーン No.10 を設定使用しています。
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６－４．ラダーモニタ設定方法
ZM-71S（以下､ソフトと称します）を起動し、以下の設定手順を参照してください。

  基本画面データ[LADDER37x.Z37]のスクリーンデータをコピーして使用します。
  （同梱フロッピーに付属しています）
ソフトのツールバー「ファイル」→「ファイル管理」→「画面データファイル」を選択し

   コピー元に基本画面データ「LADDER37x.Z37」を指定し、コピー先に作成・追加する側の
   ファイル名 例）「TEST.Z37」を指定し「ＯＫ」をクリックします。（上図例）

6-4-1.スクリーン No.10 をコピーします。
　項目の中で、「スクリーン」を選択します。
スクリーン一覧表の中から、コピー元のスクリーン No.10 の絵をマウスでクリックし、コピー先の
No.10(例)の箇所までマウスドラッグ（左ボタンを押しながら引きずります）するとコピー完了です。

　スクリーン No.10 には、オープンマクロ機能も登録されています。コピーすることにより、マクロ
　命令も同時にコピーされます。　これは、ラダーモニタ画面表示領域となります。

　続いて、「編集」の「No.指定でコピー」を選択します。
6-4.2.マルチオーバーラップ No.1 をコピーします。

　項目の中で「マルチオーバーラップ」を選択します。
   「No.指定」[マルチオーバーラップ]のコピー元 No.「1」～「1」：コピー先 No.「1」で OK します。
又は、コピー元のマルチオーバーラップ No.1 の絵をマウスでクリックし、コピー先の No.1 の
箇所までマウスドラッグ（左ボタンを押しながら引きずります）するとコピー完了です。
これは、テンキーによるコイル番号入力のためのテンキースイッチです。

　続いて、「編集」の「No.指定でコピー」を選択します。
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6-4-3.マクロブロック（No.0～13）をコピーします。
　項目の中で「マクロブロック」を選択します。

  
既にマクロブロックを使用されている場合は、マクロブロック No.が重ならないように
番号を変更してください。
【ご注意】
マクロブロック番号を変更した場合は、各スイッチに登録されているマクロ CALL No.も
同時に変更する必要があります。
ここで一旦、ファイル管理を終了します。次にシンボルコメントデータのコピーを行います。

6-4-4.ラダー表示用シンボル、コメント文字の登録方法（メッセージデータ領域）
PLC 用のラダーソフトで作成されたシンボル、コメントデータを利用して ZM-300 のメッセージ
データ領域に、シンボル、コメントデータを登録します。
これによりラダーモニタ表示上でシンボル・コメント表示が可能となります。
メッセージデータ領域は最大 256 行（個）×24 グループ＝6144 行（個）となります。
この範囲で通常アラーム文字表示とシンボルコメントデータの使用割合を決定してください。

1)作成されたシンボル・コメントデータを用意します。
JW-92SP、JW-52SPで作成したデータの場合　拡張子　＊.SYE　または　＊.SYM
JW-100SPで作成したデータの場合　拡張子　　＊.SYC

  JW-100SPを起動して、シンボルファイルを読み込みます。（JW-100SP対象バージョン V5.20以上）
  ファイルの種類を指定形式に変更します。例）LADDER.SYC

※ JW-92SP/JW-52SPで作成されたコメントデータ（拡張子＊.SYE　又は＊.SYM）の場合は、
JW-100SPの上記「開く」ウインドウでは直接開くことができません。
この場合、新規作成で新しいファイルを作成後、シンボル編集に移り、「ファイル」⇒「ファイル
のインポート」にて、ファイルの種類を指定し、用意したコメントデータを開きます。

2)シンボルファイルを読み込んだ後に、シンボルコメントを ZM70形式（.mg）で保存します。
「ファイル」⇒「ファイルのインポート」にて、ファイルの種類を「ZM70形式（.mg）」で指定。
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3)ZM70形式で保存すると、シンボルコメント内容が 256個ずつ区切られた拡張子：＊.mgの
 ファイルが作成されます。
 例)シンボルコメント数が 1000個で、ファイル名　TEST.SYC　の場合
　　ZM70形式で保存すると、TEST01.MG、TEST02.MG、TEST03.MG、TEST04.MG　の
    ４つのファイルが作成されます。
4)256個ずつ区切られたテキストファイル(*.MG)をソフトのメッセージ編集にて取り込みます。

・基本画面では、通常メッセージ表示用にメッセージブロック No.0～11
  シンボル・コメント表示用にメッセージブロック No.12～23を想定しています。
・ワープロ等のテキストファイルが扱えるソフトにて、＊.MG　ファイルを開きます。
  （例：Windows 標準付属のアクセサリ内のメモ帳ソフト）
・0行目から 255行目までを、選択し（Windowsのドラッグ＆コピー機能使用）コピーし、ZM-71S
  のメッセージ編集画面に移ってメッセージグループ No.12を開き、貼り込みます。
　（Windowsのペースト機能使用）
この場合、メッセージグループ１個あたりメッセージ数が 256個（No.0～No.255）になっている
ことを確認してください。

・改行記号が末尾に付く場合がありますが、その際はバックスペースキーで記号を削除してください。
 メッセージ最下行にカーソルを移動した場合、ZM-71Sウインドウ表示枠最下段の状態表示バー上
 の行数が 1～255行の範囲となっていることを確認してください。（下図）



11

もし 256行以上が表示されていれば、容量をオーバーしていますので 256行以上のテキスト
文を削除してください。

・PLCのシンボル、コメントデータから変換することにより、メッセージデータを PLCのシンボル、
コメントデータとして認識します。
通常のメッセージをキー入力で行った場合は、シンボル、コメントデータとしては認識されません。

・このあと、＊.MGファイルの数だけ、メッセージグループを移行し繰り返します。
　 例）シンボルコメント数　1000個の場合、　TEST01.MG～TEST04.MG
　　　メッセージグループ No.12に TEST01.MGのテキストデータをコピー（データ数 256個）
　　　メッセージグループ No.13に TEST02.MGのテキストデータをコピー（データ数 256個）
　　　メッセージグループ No.14に TEST03.MGのテキストデータをコピー（データ数 256個）
　　　メッセージグループ No.15に TEST04.MGのテキストデータをコピー（データ数 232個）
     （メッセージグループ No.12～ をシンボル･コメント領域とする場合）
以上でメッセージ編集画面に PLCシンボル･コメントの取り込みが終わります。
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６－５．ラダー表示用スクリーン設定
 6-5-1. ラダーモニタを使用するための初期設定を行います。
　編集する画面データ（前述の例では「Test.Z37」）を開きます。
　「システム設定」⇒「本体設定」⇒「環境設定」⇒表示項目内の「□ラダーモニタを使用する」の
　チェック BOX にチェックを付けます。（下図）
　お化け文字となって、チェックを付けられない場合は、PLC タイプの設定を「シャープ PG ポート」
　に再設定してください。

 6-5-2. ラダー表示をさせたいスクリーンを確認します。
　前述の例では、スクリーン No.10 がラダー表示専用スクリーンとなります。

　ラダー表示のため、任意にコイル No.検索を指定する場合は、スクリーン上にコイル番号入力用の
　テンキーを呼び出し表示させる必要がありますので、マルチオーバーラップの設定を行います。

　①パーツ編集にて、オーバーラップアイコンをクリックします。
　　下図の「オーバーラップ設定」ダイアログが開きますので、「□No.1 ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ」⇒「マルチ」に
　　設定します。

　　



13

　②「マルチ」に設定すると「オーバーラップ（マルチ）」設定ダイアログが開きますので下図の
　　ように設定します。
　　オーバーラップ No. ⇒「1」（マルチオーバーラップ編集の No.1 にあるテンキーを指定します）

 ③「OK」をクリックし、オーバーラップの設定が終わるとスクリーン左下のパーツアイコンの
　　箇所にオーバーラップ No.1 の１つのアイコンが表示されます。
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6-5-3.スクリーン上にラダーを表示させるスイッチ設定を行います。（例：スクリーン No.0）

　スクリーン上にスイッチを配置し、スイッチダイアログに以下の設定を行います。

　上図矢印Ａ「5420」名称のスイッチの設定例で説明します。（矢印Ｂは、テンキー表示用です）
　　動作：このスイッチを押すと、ランプメモリのコイル「05420」が SET され、ラダー表示用の
　　　　　スクリーン No.10 に切り替わり、コイル検索を行い、そのコイルが含まれる 1 ネットワーク
　　　　　のラダー図を表示します。
　　設定：

① ランプメモリを有効にして、アドレス「05420」を設定します。
機能は「なし」に設定します。
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② 細かい設定メニューの「ON マクロ使用する」を有効にします。

③ 「ON マクロ編集」にて「CALL 0」を設定します。
CALL 0 の内容については、＊＊ページを参照願います。

以上の設定で、このスイッチを押すことにより、ラダー表示領域のスクリーン No.10 へ
切り替わり、OUT5420 を検索し、そのコイルが含まれる 1 ネットワークのラダー図が表示され
ます。
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6-5-4. スクリーン No.10(例)画面説明

スクリーン No.10
（ラダー表示用
　　スクリーン）

オープンマクロ設定有

オープンマクロ設定について
　ラダー表示用のスクリーンがオープンするタイミングでラダー検索を実行させるため、スクリーン
　のオープンマクロにラダー表示用コマンドを設定する必要があります。

ラダー表示用コマンド
説明)
0-4 行:パラメータ判定
　　　4つのうち 1つの指令
　　　を確定させます。

4-7 行:ﾃﾝｷｰ入力ｺｲﾙ
　　　検索実行

8-14 行:ﾘﾚｰﾓｰﾄﾞ連動ｺｲﾙ
　　　　検索実行
　　　　ﾘﾚｰﾓｰﾄﾞのﾒﾓﾘをﾘﾚｰﾓｰﾄﾞのﾒﾓﾘをﾘﾚｰﾓｰﾄﾞのﾒﾓﾘをﾘﾚｰﾓｰﾄﾞのﾒﾓﾘを
　　　　変更した場合、変更した場合、変更した場合、変更した場合、
　　　　12121212 行目も変更要行目も変更要行目も変更要行目も変更要

15-18 行:ｽｲｯﾁﾗﾝﾌﾟｺｲﾙ
　　　　検索実行

19-22 行:任意ｺｲﾙ検索実行
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◇スクリーンがオープンすると同時に実行させるコマンドについて
　ラダー表示を行う際の検索メモリ No.指定種類として、パラメータタイプが 4 種類あります。
　さらに、カーソル制御パラメータとして 2 種類あります。（全 6 種類）

　1)パラメータタイプ 0：スイッチランプメモリ検索指令 ⇒(1)※
　2)パラメータタイプ 1：テンキーメモリ検索指令 ⇒(2)※
　3)パラメータタイプ 2：スイッチによる任意コイル No.検索指令 ⇒(3)※
　4)パラメータタイプ 3：リレーモード連動検索指令 ⇒(4)※
　5)パラメータタイプ 5：接点タッチ検索指令 ⇒(5)
　6)パラメータタイプ 6：スクロール検索指令 ⇒(6)
　※:上記上記上記上記 4444 種類のコマンドは、ラダー表示用スクリーンのオープンマクロ動作と合わせて実行種類のコマンドは、ラダー表示用スクリーンのオープンマクロ動作と合わせて実行種類のコマンドは、ラダー表示用スクリーンのオープンマクロ動作と合わせて実行種類のコマンドは、ラダー表示用スクリーンのオープンマクロ動作と合わせて実行
　　 させる必要があります。させる必要があります。させる必要があります。させる必要があります。

(1)スイッチランプメモリ検索指令
　画面作成ソフトで作成したスイッチのランプメモリアドレス（コイル番号）を起動条件として
　検索を行いラダー図を表示するモードです。
　◇SET_LDR：MEM_FIND
　　基本画面「LADDER37x.Z37」では、マクロブロック No.0 に使用しています。
　　ラダー表示を起動したいスイッチ設定内のランプメモリに設定したメモリ No.のコイルを検索し
　　ます。スイッチの「細かい設定」⇒「ON マクロ編集」で「CALL 0」を指定することで使用可。
　　■マクロブロック No.0 の設定表示（スイッチランプメモリ検索：CALL 0 でコール実行）

・ 説明：1 行は、スイッチランプのメモリ No.を確定します。
　　　　2 行は、スイッチが押されたスクリーン No.を記憶します。
　　　　3 行は、ラダー表示用スクリーン No.10 を SET します。
　　　　　　　　ラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーン No.No.No.No.を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。
　　　　4 行は、スイッチランプ検索（定数=3）を SET します。
　　　　　　　　スクリーン No.10 のオープンマクロでパラメータタイプ判定に使用します。
　　　　5 行は、$U1020(スクリーン No.10)に SET されたスクリーン No.10 に切り替えます。
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(2)テンキーメモリ検索指令
　◇SET_LDR：COIL_FIND
　　基本画面「LADDER37x.Z37」では、マクロブロック No.6 に使用しています。
　　マルチオーバーラップ No.1 の「検索」スイッチの ON マクロ編集で使用しています。
　　「検索」ｽｲｯﾁ設定の「細かい設定」⇒「ON マクロ編集」で「CALL 6」を指定することで使用可。

■ マクロブロック No.6 の設定表示（テンキー入力検索：CALL 6 でコール実行）

　・説明：3～5 行は、「検索」スイッチを押した時にテンキー入力されたメモリ番号($u1000)
　　　　　とメモリタイプ($u1001：コイル/TMR/CNT を特定)で検索番号を確定します。
　　　　　7～9 行は、テンキー入力用のオーバーラップを OFF しています。

　・マルチオーバーラップ No.1 のテンキー画面設定表示

「77777」：テンキー入力表示　$u1000
　　　　　　マクロブロック No.6 に使用

「ｺｲﾙ」「TMR」「CNT」3 種類のうち 1 つ
　を選択するスイッチ
　選択するとランプ点灯
　$u1001 の内容で選択確定

　・「検索」スイッチの ON マクロ編集説明
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・ 説明：0-1 行は、テンキー書込実行後、2 行以降実行させます。
　　　　2 行は、スクリーン判定：スクリーン No.10 であれば、即 CALL 6 へ移行。
　　　　　　　　ラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーン No.No.No.No.を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。
　　　　3 行は、スイッチが押されたスクリーン No.を記憶します。
　　　　4 行は、ラダー表示用スクリーン No.10 を SET します。
　　　　　　　　ラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーン No.No.No.No.を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。
　　　　5 行は、$U1020(スクリーン No.10)に SET されたスクリーン No.10 に切り替えます。
　　　　6 行は、テンキーメモリ検索（定数=1）を SET します。
　　　　　　　　スクリーン No.10 のオープンマクロでパラメータタイプ判定に使用します。

　・「ｺｲﾙ」スイッチの ON マクロ

$u1001 はメモリタイプです。
　1(HEX)：コイル
　7(HEX)：TMR
　8(HEX)：CNT

　・「TMR」スイッチの ON マクロ

$u1002 はランプメモリです。
　1(HEX)：コイル
　4(HEX)：TMR
　8(HEX)：CNT
(選択したスイッチが点灯)

　・「CNT」スイッチの ON マクロ

　・マルチオーバーラップ No.1 の ON マクロ編集

　マルチオーバーラップ No.1 オープン時、
　　・テンキー指令メモリの書込許可ビット ON（0 行目）
　　・初期値としてコイルを指定し、ランプ点灯（1-2 行目）
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(3) 任意コイル No.検索指令
スイッチのランプメモリのコイルを検索するのではなく、任意メモリのコイル検索を行いたい
場合は、下記の方法で実現出来ます。

　(3)-1.マクロブロック No.12 の設定表示（任意コイル検索：CALL 12 でコール実行）

・ 説明：2-4 行は、起動するスイッチの値($u1080)を読み込みます。
　　　　5 行は、スイッチが押されたスクリーン No.を記憶します。
　　　　6 行は、ラダー表示用スクリーン No.10 を SET します。
　　　　　　　　ラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーン No.No.No.No.を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。
　　　　7 行は、任意コイル No.検索（定数=4）を SET します。
　　　　　　　　スクリーン No.10 のオープンマクロでパラメータタイプ判定に使用します。

　　　　　8 行は、6 行で示すスクリーン No.10 に切り替えます。

  (3)-2.任意コイルの検索の場合は、起動するスイッチの ON マクロに次の書式を登録します。

      
      ※ 例）OUT 04000 を検索条件とする場合、$u1080 に８進定数で 4000(W)(OCT)を指定します。
        これにより、スイッチのランプメモリは例） コイル 6000 と設定しておくことで
        6000 が ON した場合（異常条件）に、コイル 04000 のラダー図（確認したいコイル）を表示
        させることが可能となり直接表示させたいコイルのラダー図を任意指定できます。

任意メモリを指定
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(4) リレーモード連動検索指令

  リレーモードのメッセージ表示に
ラダーモニタ表示を連動させて、画面
上のメッセージを元にラダー回路表
示をさせることが可能です。

(4)-1.マクロブロック No.13 の設定表示（リレーモード連動：CALL 13 でコール実行）
　　CALL 13 はラダー表示用スクリーン(No.10)のオープンマクロで実行します。

     説明：2 行：$u1050 には、スクリーン No.10 のオープンマクロでデータ SET します。
　　　　　　　　上記で SET した$u1050 にリレーモードの情報出力メモリで入力される$u1062 の
　　　　　　　　値を SET します。
           5-7 行：$u1051 で示されるコイルを検索実行します。
      
 (4)-2.リレーモード連動コイルメモリ入力の場合は、スイッチ ON マクロに次の書式を登録します。

リレーモード情報
出力メモリと連動します
メッセージが表示されて
いなければラダーモニタ
に移行しません



22

     説明：情報出力メモリ 例）$u1060 はリレーモードの設定値と合わせます。
　　　　　2 行は、異常発生の有無を$u1060 で判断します。
　　　　　4 行は、スイッチが押されたスクリーン No.を記憶します。
　　　　　5 行は、ラダー表示用スクリーン No.10 を SET します。
　　　　　　　　ラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーンラダー表示用スクリーン No.No.No.No.を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。を変更する場合、この値を変更します。
　　　　　6 行は、リレーモード連動コイル No.検索（定数=2）を SET します。
　　　　　　　　スクリーン No.10 のオープンマクロでパラメータタイプ判定に使用します。

　　　　　　7 行は、5 行で示すスクリーン No.10 に切り替えます。

　(4)-3. リレーモードメモリ設定説明（下図のメモリを「10000」と設定する）
     リレーモードのメモリを変更した場合は、ラダー表示用スクリーン No.10 のオープンマクロの
　　　12 行目を変更したメモリ No.に設定します。

      
      
　(4)-4.リレーモード情報出力メモリ設定説明（下図のリレー情報出力を$u1060 と設定します）

　　リレーモード情報出力メモリを$u1060 と設定した場合、$u1062 にリレーモードメモリの何 BIT 目
　　が選択されているかの値が入ってきます。
　　この値を見て、検索するコイル番号を特定しています。
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(5) 接点タッチ検索指令
　◇SET_LDR：T_FIND

接点タッチ検索指令のスイッチ機能
　　カーソルの反転してない接点の場合…タッチした接点にカーソル移動。コメント表示確認。
　　カーソルの反転している接点の場合…タッチした接点のコイルを検索し、ラダ－回路表示。
  ・マクロブロック No.1（スイッチ ONマクロ CALL 1）を使用しています。
　　ラダー表示スクリーン No.10 の画面上に配置しています。（透明スイッチのイメージ）

・ ラダ－モニタ画面制御スイッチ説明（ラダー回路表示後に操作）
ラダー回路表示用として横 12個×縦 10個のスイッチを配置しております。
スイッチグリッド 2個分を左右にｽﾍﾟｰｽとして確保し、ｽｲｯﾁｸﾞﾘｯﾄﾞ横 3個×縦 2個のｽｲｯﾁ
を並べることでラダー図接点とピッチが同一となります。

　※実際の使用時には、表示枠は見えません（上図は説明用に色を変えております）

■スクリーン No.10に配置されたラダー制御スイッチの機能

 1)「前」スイッチ…現在表示されている回路の１つ前のラダー回路を表示します。
   ・マクロブロック No.10（スイッチ ONマクロ CALL 10）を使用しています。

 2)「次」スイッチ…現在表示されている回路の１つ次のラダー回路を表示します。
   ・マクロブロック No.11（スイッチ ONマクロ CALL 11）を使用しています。

 3)「↑」スイッチ…現在表示されているカーソル位置を１つ上へスクロールします。
                 カーソル位置が最上行の場合は、１つ前のラダー回路を表示します。
  ・マクロブロック No.2（スイッチ ONマクロ CALL 2）を使用しています。
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 4)「↓」スイッチ…現在表示されているカーソル位置を１つ下へスクロールします。
                 カーソル位置が最下行の場合は、１つ次のラダー回路を表示します。
  ・マクロブロック No.3（スイッチ ONマクロ CALL 3）を使用しています。
 5)「←」スイッチ…現在表示されているカーソル位置を１つ左へスクロールします。
  ・マクロブロック No.4（スイッチ ONマクロ CALL 4）を使用しています。

 6)「→」スイッチ…現在表示されているカーソル位置を１つ右へスクロールします。
  ・マクロブロック No.5（スイッチ ONマクロ CALL 5）を使用しています。

 7)「検索＋」スイッチ…カーソル位置の接点を＋方向に検索する。
  ・マクロブロック No.8（スイッチ ONマクロ CALL 8）を使用しています。

 8)「検索－」スイッチ…カーソル位置の接点を－方向に検索する。
  ・マクロブロック No.7（スイッチ ONマクロ CALL 7）を使用しています。

 9)「検索戻」スイッチ…１回前にコイル検索したラダ－回路に戻る。（最大８回前まで戻る）
  ・マクロブロック No.9（スイッチ ONマクロ CALL 9）を使用しています。

(6) スクロール指令・検索指令

   基本画面「LADDER37x.Z37」では、マクロブロック No.2～5、7～11 に使用しています。
   ラダー表示用スクリーン No.10 の画面上に配置しています。
   スイッチ設定の「細かい設定」→「ON マクロ編集」→「CALL 2～5、7～11」を指定
   することで使用できます。

　◇SET_LDR：UP_SCROLL
　　　マクロブロック No.2 の設定表示（上スクロール：CALL 2 でコール実行）

     
　◇SET_LDR：DW_SCROLL
　　　マクロブロック No.3 の設定表示（下スクロール：CALL 3 でコール実行）

     
　◇SET_LDR：L_SCROLL
　　　マクロブロック No.4 の設定表示（左スクロール：CALL 4 でコール実行）
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　◇SET_LDR：R_SCROLL
　　　マクロブロック No.5 の設定表示（右スクロール：CALL 5 でコール実行）

　◇SET_LDR：FIND-
　　　マクロブロック No.7 の設定表示（接点検索【－】：CALL 7 でコール実行）

     

　◇SET_LDR：FIND+
　　　マクロブロック No.8 の設定表示（接点検索【＋】：CALL 8 でコール実行）

　◇SET_LDR：F_RETURN
　　　マクロブロック No.9 の設定表示（検索戻り：CALL 9 でコール実行）

　◇SET_LDR：BF_FIND
　　　マクロブロック No.10 の設定表示（前回路検索：CALL 10 でコール実行）

     

　◇SET_LDR：NX_FIND
     マクロブロック No.11 の設定表示（次回路検索：CALL 11 でコール実行）
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６－６．ラダーモニタの際に画面上に表示される内容説明

(1)表示領域の上部は、ラダープログラム表示領域です。
　正しいラダー回路が検索された場合、ラダー回路図を表示し、コイル部をカーソル反転表示し
　回路モニタ動作に移行します。
(2)表示領域の下端に、カーソル反転位置の情報を表示します。
　左から順にプログラムアドレス、リレー番号（コイル、TMR、CNT）、シンボル・コメント
　（シンボル・コメントデータをメッセージ設定している場合のみ）を表示します。
(3)コイル検索が正しく行われなかった場合、下表のメッセージを表示領域の下端に表示します。
　■表示メッセージ一覧

メッセージ内容 内容
NETWORK NOT FOUND ・ 指定されたコイル番号がプログラム上に見つかりま

　せん。
・コイル番号を再度確認してください。

INSTRUCTION READ ERROR ・ 命令の読み込みに失敗しました。
・ ラダー回路が正しくない可能性があります。
・ 回路を見直してください。

LADDER NETWORK CAN NOT
DISPLAY

・ ラダー図を表示できません。
・ ラダー回路が成立しないプログラムになっています。
・ 回路を見直してください。

NETWORK DATA SIZE OVER ・ １ネットワークの容量がオーバーしています。
・ 回路を見直してください。
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６－６－１．エラー表示について

　　◎エラーNo.（下表を参照ください。）
エラーNo. 内 容 対処方法

27 通信エラー　受信コード”27”
（画面全体に表示）

コントロールユニットのメモリ保護（プロテクト）スイ

ッチをOFFにして、再度通信を行ってください。

150 ラダーモニタプログラム未登録
（画面左下に表示）

ラダーモニタ機能を使用する設定なのに、ラダー
モニタプログラムがZM本体に存在しません。
（拡張プログラムとして転送されていません）

151 ラダーモニタプログラム機種不一致
（画面左下に表示）

ラダーモニタプログラムを使用しているのにＩ／Ｆド
ライバがシャープＪＷシリーズＰＧポート用のドラ
イバでありません。
（Ｉ／Ｆドライバの機種が適合しません）

152 ラダーモニタプログラム未対応言語
（画面左下に表示）

ラダーモニタプログラムを使用しているのに言語
フォントが日本語でありません。
（旧バージョンのラダーモニタプログラムは英語対
応していなかったために設定）

153 ラダーモニタプログラム使用不可
（画面左下に表示）

ラダーモニタ機能を使用する設定であるが、他の
条件等で使用できません。
通常は発生しません。
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